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はじめに 
 世界やアジアは、今、大きく変化している。日本の経済や企業も、その影響を受けなが
ら、これまでにないような構造的変化を見せはじめている。この変化はもちろん浜松地域
の産業にも大きな影響を与え、企業の多国籍化や企業組織の再編成、そこで働く労働者の
雇用環境や労働形態、更には地域そのものの構造にまで深く影響を及ぼし始めている。 
 それはものづくりの現場も例外ではなく、かつて浜松地域の 3大地場産業と呼ばれた繊
維・楽器・輸送用機械のそれぞれの産業も、時代の流れと経済環境の変化の中で、その役
割を大きく変えている。本研究では、浜松地域の産業における変化の実態を解明し、地域
経済やそれに関わる企業が、改革、変革を迫られる中で何を課題としてどのように対処し
ていかなければならないのか、単に国内外の他地域、他社との競争に勝てばそれでよいの
かなどの視点から問題点を明らかにしていきたい。 
 
１．浜松地域の概況 
 浜松地域とは、浜松市を中心とする静岡県西部地域、具体的には磐田市以西、湖西市以
東を設定する。「受発注取引からみた企業連関をはじめ、通勤、通学人口の流出入状況や商
圏等、生活圏、さらには母都市浜松市に本拠地を有する大手中堅企業の生産拠点の配置状
況などからみて、社会経済一体性が示されている地域」坂本・南保（2005）として、袋井
市以西、湖西市以東を浜松地域とする考え方もある。また、中部経済圏とは、愛知県、三
重県、岐阜県、静岡県西部地域と位置付ける。 
 浜松市は、東京、大阪のほぼ中間地点で、3 大都市圏へのアクセスが容易であり、温暖
で天竜川や浜名湖等の豊かな自然にも恵まれている。そのことは同時に豊富な工業用水を
有することも意味する。 
 当市は、人口約 80万人を擁し、静岡県下最大の都市であり、中部圏においても名古屋市
に次ぐ都市規模を誇っている。2007年 4月 1日に政令指定都市に移行した。（資料１） 
 ホンダ、スズキ、ヤマハ、ヤマハ発動機、浜松ホトニクスなどの世界的企業が立地し、
ものづくりの街、製造業の街として知られているが、急激な景気減速に伴い、大企業、中 
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小企業ともに厳しい経営状態に曝されている。 
 
２．浜松市の産業別就業人口構成比 
 浜松地域は産業面においてしばしば「製造業の街」といわれる。大田区や東大阪と並ぶ
我が国 3大ものづくり地域としても知られている。第 2次産業就業者数の割合（2010年）
が約 34.4％あり、政令市平均の 23.7％に比べて高く、そこで生産される財のボリュームも
大きい。（資料 2、資料 3） 
 2009年の浜松市内の民営事業所数は、38,771事業所、従業者数は 386,392人となってい
る。内訳は、「卸売・小売業」が 10,230 事業所で最も多く、全体の 26.4％、次いで「製造
業」が 5,240事業所で 13.5％、「宿泊・飲食サービス業」が、4,194事業所で 10.8％の順と
なっている。他の政令市と比較すると第 2次産業従事者の多い当市ではあるが、他地域と
同じく第 3次産業の割合が増えていることが判る。（資料 4、資料 5） 
 また、浜松地域で 3大地場産業と呼ばれるもののひとつに繊維産業があったが、事業所
数、従業者数、製造品出荷額のいずれのデータを取ってみても、ピーク時である昭和 40
年前後から激減している。（資料 6）当地域は、繊維産地として数百年の歴史を持ち（浜松
市史によると 14世紀中頃には、手工業としての織物業、染色業が始まっている。）特に高
級綿麻製品の産地として有名である。しかし、昨今の海外製品との激烈な価格競争に曝さ
れ、どうしても利益を上げにくい川中産地（一般的に、繊維産業では、原料加工から製品
化までの工程を川の流れに例えて、川上、川中、川下の 3つの加工段階に分けて表現して
いる。川上部門が、製糸業、紡績業などの原糸、原綿メーカー、川中部門は、この原糸を
加工して製織したり、染色したりする分野である。川下部門は、こうして生産された布生
地を裁断、縫製して最終製品に仕上げるアパレルメーカーやそれを販売する小売業を指
す。）だけに、不利な条件での展開を強いられることとなり、年々厳しさを増している。 
 
 
３．浜松地域の産業 
①製造業 
 繊維、楽器、輸送用機械においていずれも世界的に著名な企業が存在した。地域にひ
とつの産業だけが発展するのではなく、ひとつの産業が衰退しても次の産業が成長し、
成熟を迎え発展が継続された。（資料 7） 
 2010年工業統計調査によると、浜松市は、事業所数 2,323事業所、従業者数 76,309人、
製造品出荷額2兆146億円と、静岡県総出荷額15兆7,931億円の12.8％を占めているが、
2008年のリーマンショック以降、国内でも最も深刻な経済低迷に陥った地域として、未
だに厳しい環境に曝され、リーマンショック以前の水準まで生産環境を回復することが
できていない。（資料 8、資料 9） 
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 2011 年の浜松地域における二輪車生産台数は、176,203 台で、国内二輪車生産台数
638,987 台の 27.6％を占めている。2008 年には、本田技研浜松製作所の二輪車生産が熊
本製作所に移転し、オートバイ発祥の地とも言える浜松の象徴でもあったホンダのオー
トバイラインが消えてしまうことは、当地域にとって大きな衝撃として受けとめられた。 
 二輪車は、現在、内需よりも輸出が主であり、生産金額で 95.1％が世界各国に輸出さ
れている。（資料 10） 
 2011 年の浜松地域の自動車（軽四輪車）の生産台数は、617,488 台で、国内生産台数
1,116,885台の 55.3％を占めている。（資料 11） 
 当地域の自動車関連企業は、リーマンショック後の世界的な景気低迷、超円高による
コスト競争力の低下などにより、急激に生産拠点を海外に移行しつつある。移転先は、
インドやインドネシア、ベトナムやミャンマーなど、これまでの海外投資先よりも更に
労働コストの安価な場所へと変化している。 
 
 浜松地域の楽器産業は明治期に興り、長い間当地域の主要産業であったが、国内市場
での成長が見込めないこと、急激な円高によるコスト競争力の低迷などから、楽器メー
カーが、収益力強化のため国内事業を改革し、その流れの中で生産拠点を集約する動き
が起っている。2010年には、ヤマハ本社工場（浜松市）のピアノ生産ラインは、掛川工
場へと移転した。しかし、浜松地域に本社を置くヤマハ、河合楽器、その他の楽器メー
カーが生産するピアノは国内生産のほぼ 100％を占め、電気・電子ピアノ、電子オルガ
ンの生産も全国比 97.9％を占める。（資料 12） 
 
 浜松地域の繊維産業は、第 2次世界大戦前・後を通し一貫して地域の経済を牽引して
きた当地域のリーディング産業であったが、昭和 40 年代後半を最盛期としてその生産
額、生産量は減少に転じ、現在も依然として縮小し続けている。しかし、当地域の繊維
生産品は、高度な技術に支えられた高級織物として繊維業界においても高い信頼を維持
している。パリコレクション、ミラノコレクションに出品されるテキスタイルが当地域
で生産されることも多く、世界各国のデザイナーから直接注文が入ることも珍しくない。 
 長い間、分業体制で産地が形成されてきたが、企業や生産者などの減少が続き、産地
内での一貫生産が困難に陥り始めている。これまでの経営形態からの脱却、地域に拘ら
ない仕事など、変化が求められている。最近では、ITを利用することにより、巨額な投
資や設備・組織がなくても世界に向けて情報発信が可能なことから、ネット取引で成果
を上げる事例が見受けられる。業界全体にとっても、期待される業態のひとつとなって
いる。また、当産地は、浴衣の産地としても有名で、浴衣の取扱量は全国第 1位である。
2006 年には、約 130 万反、全国シェア 51％（浜松織物卸商協同組合 全国浴衣取扱量
推移）であったが、安価な輸入品との競争に曝され、現在は約 61 万反とここ数年で半
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減している。（資料 13） 
 
 浜松地域の浴衣生産は、高い染色技術に支えられ発展してきた経緯があるが、自然条
件の上でも質の良い工業用水が染色や精錬、漂白に適していたこと、日照時間が長く、
強い風が自然乾燥に役立ったことなど、地域的な気象環境に恵まれたことも大きい。現
在では、注染（浜松注染そめ）という伝統技法で反物を染める工場や職人が激減してし
まい、静岡県郷土工芸品に指定されるなどして注目されているが、製品の性質上、捺染
プリントと比較すると高額となってしまうため、どうしても競争力に欠ける。注染そめ
浴衣は、捺染プリントものと区別する形で販売するなど、販売戦略も見直したうえで貴
重な地域資源として守っていかなければならない。 
   
②農業 
 浜松地域は製造業の街というイメージが定着しているが、農業産出額は全国 4位（資
料 14）で、果樹や花きの産出額は全国トップクラスである。大規模農地を作らせない政
策から、小規模農業が盛んになり、生産性を上げるため、よりお金を稼げる農業が中心
となった。また江戸時代から石代納という方法で年貢を納めていたため、農地では商品
作物を作ることが多く、土地集約性が高い作物の栽培が盛んに行われた。 
 当地で栽培した綿花を糸に紡ぎ、同じく地域で生産された藍や茜で先染め（糸染め）
し、デザイン性の高い縞模様の織物を織って、各地で立つ市に卸していた。当地域で織
られる織物は遠州縞（笠井縞）と呼ばれ、産地ブランドを形成していたことも、これに
深く起因する。 
   
 2010 年の農林業センサスによれば、浜松市の総農家数は 13,855 戸で全国第 1 位、農
業就業人口は 14,524人で全国第 2位であり、他都市と比較すれば農業の人的資源に恵ま
れていると言える。しかし、基幹的農業従事者の約 6 割が 65 歳以上の高齢者であるこ
と（年齢階層別では 75～79歳の割合が最も多い）、総農家数が多いといっても他の農業
都市と比べ、兼業農家や自給的農家の割合が高いという農業経営形態となっている。（資
料 15、資料 16）後継ぎの不足、農産物価格の低迷等、農業にまつわる諸課題は、当地
域に限ったことではないが、農家戸数の減少、農業従事者の高齢化は深刻で、耕作放棄
地の割合も年々増加傾向にある。（資料 17）このような状況の中、浜松市では、基幹的
農業従事者を中心に、三ヶ日みかん（みかんの産出額全国 1 位）、三方原馬鈴薯、浜松
PCガーベラ（ガーベラの産出額全国 1位）などを地域特産品としてブランド化を進め、
生産の維持・振興と農業環境の保全に努めている。 
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③農商工の相互関係 
 農商工連携の法律上の定義は、「中小企業の経営の向上及び農林漁業経営の改善を図
るため、中小企業者と農林漁業者とが有機的に連携して実施する事業であって、当該中
小企業者及び当該農林漁業者のそれぞれの経営資源を有効に活用して、新商品の開発、
生産若しくは需要の開拓又は新役務の開発、提供者若しくは需要の開拓を行うもの」『中
小企業者と農林漁業者との連携による事業活動の促進に関する法律（農商工等連携促進
法）』となっている。法律文を解り易くすると、「農林漁業者と商工業者等が通常の商取
引関係を超えて協力し、お互いの強みを活かして売れる新商品・新サービスの開発、生
産等を行い、需要の開拓を行うこと。すなわち、これまで農林漁業者だけ、商工業等を
営む中小企業者だけでは開発・生産することが難しかった商品・サービスを両者が協力
し合うことで創り出し、市場で販売していくことで、売上げや利益の増加を目指そうと
する取り組みのこと」（J-NET21）となる。農商工連携が成功するためには、当事者の努
力のみならず、地域ぐるみでの多面的な支援が必要であるが、当地域ではこれらの連携
が思うように進んでいない。他地域では、衰退しかかっている農業を工業に牽引して欲
しいという想いで連携を持ちかけるが、当地域の場合は、農業も単独で力があるため、
却って連携が進まない。しかし、農家数の減少や農業従事者の高齢化、後継者不足は否
めず、前述の通り耕作放棄地も広がっていることなどを考えると、もはや当地域だけが
特別な場所とは言えない。（耕作放棄地の割合は、浜松市農地全体の 12.12％2010年）農
商工連携には、関係者を束ねるリーダーや多くの人を巻き込むプロデューサーなどの人
材が必須であるが、双方に当事者意識が薄く、成果が上がっていない。農業者が進んで
工業、商業と連携することで生まれるビジネスチャンスを期待している。販路拡大、農
産物の付加価値づくり、浜松産農産物のファン獲得等を目指して、消費者ニーズを的確
に捉えた売れる農産物づくりや農産物を活用した新しい商品やサービスの開発、市場開
拓を推進しなければならない。具体的には、やまと興業㈱による「高輝度 LEDによる花
芽類の花芽誘導装置の開発及び花芽の普及」や、㈱海老仙による「未利用うなぎ骨・頭
部を利用した新商品開発」、㈲コスモグリーン庭好による「耕作放棄地の活用によるサ
ツマイモ「紅はるか」の栽培と加工品および販路の開拓」事業など、数件の事業が展開
され成果を上げ始めている。 
浜松市では、農業振興に必要な具体的課題として、次の 7つを挙げている。（資料 18） 
 
４．課題と展望 
①第 3の空洞化 
日本の産業界は、過去何度もの空洞化の危機に直面してきた。第 1の波は、1985年の
プラザ合意から 1990年代半ばまで、第 2の波は、2000年代、世界の工場となった中国
への生産移転が急激に進んでいき、そして 2010年以降は、超円高などにより国内製造業
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が軒並み海外に移転する「第 3の空洞化」が起きるのではないかと懸念されている。実
際に、浜松地域のものづくり産業も、海外生産に積極的にシフトしている。（約 170社、
230拠点。約 5割が中国、その他、タイ、インドネシア、ベトナム等。浜信調べ） 
数年前から深刻化している浜松のリスクとして、次のようなものが挙げられる。 
・国内外への企業流出…浜松市内からの生産拠点の移転が進行。（資料 19） 
・起業意欲の後退…事業所の廃業が進み、新設が進まない。創業が不活性。 
・技能・技術の喪失…熟練技能者世代の退職。 
社内教育体制の不備により技術伝承の遅れ。 
・経営基盤の固定化…中小企業の下請け体質。地域循環型経営の固定化。 
 
②浜松地域における第 3の空洞化への対処 
グローバル産業都市への移行と農商工連携 
 企業の海外進出の目的は、安価な労働力の確保からマーケットの開拓へと変化してき
ている。国内の市場規模が縮小する中で、この流れは止まることはない。これを悲観的
に捉えるだけでなく、ビジネスのグローバル化と考え、これまでのビジネスモデルを見
直していくことが重要となる。（資料 20）今後は、地域環境、経済環境の変化の実態を
踏まえ、地域の産業や企業が国際競争力を強化させ、アジア企業や国内他地域にどのよ
うにして立ち向かうかという視点だけではなく、地域経済の健全な発展や地域に根差す
企業としてあるべき姿を追求するという問題意識も必要となるのではないか。地域やそ
こに存在する企業が、経済発展だけを目指すのではなく、地域社会、国際社会の一員と
して責任を負うことも視野に入れなければならない時代となった。 
 浜松地域が歴史的にみて活発な企業家活動が行われた理由として、「ａ積極果敢な市民
性、ｂ他人を受け入れる、ｃ支援者・エンジェルの存在、ｄ大学、公設試の貢献、ｅ行
政・商工会議所のリーダーシップと支援、ｆ激烈な競争、ｇ金融機関による支援」（坂本・
南保 2005）という背景によるものだという見解がある。これまではそれらの条件が有効
に作用して、ソフトなインキュベーターとなってきた。今後は、新製品開発と新市場の
開発、そのための情報収集能力と情報発信能力が重要となる。例えば、繊維産業に関し
て言えば、地域産業クラスターについては、独立分業の当産地において、域内での一貫
生産システムは既に崩壊し始めている。経済のグローバル化によって地域クラスターが
産地の競争力を支えられなくなり、その一方で取引対象を地域外に移す選択肢がもたら
されたとも言える。今後は、産業集積の地域的集中メリットを、スケールメリットとし
てではなく、個々の企業（生産者）のコア・コンピタンス（中核的競争能力、中核技術・
能力）を融合するメリットとして追求すべきではないだろうか。 
 時代と環境の変革の中で、経済成長だけではなく、企業が真に成長するとはどういう
ことなのか、地域や企業で生活する人や働く人が社会的責任を果たし、よりよく生きる
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ためには何が重要なのか、情報や情報産業、金融や資金調達、研究開発やマーケット分
析、果ては国家の政策に至るまで広く深く検討し展望を示す必要がある。 
 
参考文献・参考資料 
浜松市役所『浜松市史 2』浜松市役所 1971年 
浜松市役所『浜松市史 3』浜松市役所 1980年 
（社）浜松市史跡調査顕彰会『遠州産業文化史』浜松史跡調査顕彰会 1977年 
本間義人『地域再生の条件』岩波書店 2007年 
マイケル・E・ポーター 竹内弘高訳『競争戦略論』（Ⅰ・Ⅱ）ダイヤモンド社 1999年 
坂本光司・南保勝『地域産業発達史』同友館 2005年 
東洋経済新報社『ニッポンの工場 2011～2012』東洋経済新報社 2011年 
NPO法人東海マネジメント研究会 渡部いづみ他（共）『ナイン・センス 九つの思考空間』静岡学術出版  
2011年 
藤田泰正・東海マネジメント研究会「中部経済圏の産業集積と企業経営」名古屋学院大学大学院 2009年 
渡部いづみ「浜松地域繊維産業の特異な発展」産業学会研究年報 2008年 
浜松市産業部「浜松の商工業 平成 24年度版」2012年 
浜松市商工部・鈴木將史「創業都市・浜松の未来を見つめて」2007年 
浜松市農業振興基本計画 2009年 
浜松市ＨＰ 2012年 
日本経済新聞 2012年 
 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 68 － 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料１ 浜松市の人口・世帯数の推移 
各数値は、10月１日現在の浜松市の人口 
資料：浜松市ＨＰ 2012年より 
浜松学院大学研究論集 
－ 69 － 
 
 
 
資料２ 浜松市の産業別就業人口 
資料：平成 17年、平成 22年国勢調査 
資料３ 産業別就業者数（１５歳以上）政令指定都市比較 
（単位：％） 
資料：平成 22年国勢調査 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 70 － 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料４ 産業分類（大分類）別民営事業所数及び従業員数 
資料：事業所・企業統計調査（平成 18年）、経済センサスー基礎調査（平成 21年） 
浜松学院大学研究論集 
－ 71 － 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料５ 浜松市の産業別構成の推移 
 
   ○事業所数 
資料：事業所・企業統計調査（平成 18年）、経済センサスー基礎調査（平成 21年） 
○従業者数 
資料：事業所・企業統計調査（平成 18年）、経済センサスー基礎調査（平成 21年） 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 72 － 
 
資料６ 浜松市３大産業の工業出荷額の推移 
資料：工業統計調査、浜松市統計書よりしんきん経済研究所作成 2008年、2005年は合併語数値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浜松学院大学研究論集 
－ 73 － 
 
資
料
７
 
浜
松
地
域
工
業
発
展
の
系
譜
 
資
料
：
浜
松
市
役
所
 
20
09
年
 
 
創
業
都
市
・
浜
松
の
原
点
 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 74 － 
 
資料８ 工業統計調査 浜松市の事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移 
※従業員４人以上の事業所の数値。（平成 16年までは合併前の数値） 
資料：工業統計調査 2010年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浜松学院大学研究論集 
－ 75 － 
 
資料９ 産業分類（中分類）別事業所数・従業者数・製造品出荷額等の状況 
※従業員４人以上の事業所の数値。 
資料：工業統計調査 2010年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 76 － 
 
資料１０ オートバイ生産状況 
※斜体字のデータについては、平成 18年以降、遠州地域のみの数値に修正されたため、平成 17年以前
のデータとの連続性はない。 
○オートバイ輸出、内需別生産状況 
※生産台数はＫＤを除く。（ ）は完成品率 60％未満のＫＤ方式輸出の数字で外数字。 
資料：浜松経済指標（浜松商工会議所）2011年・自動車統計月報（日本自動車工業会）2011年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浜松学院大学研究論集 
－ 77 － 
 
資料１１ 自動車生産状況 
○自動車輸出、内需別生産状況 
※生産台数はＫＤを除く。（ ）は完成品率 60％未満のＫＤ方式輸出の数字で外数字。 
資料：浜松経済指標（浜松商工会議所）2012年・自動車統計月報（日本自動車工業会）2012年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 78 － 
 
資料１２ 楽器生産状況 
※全国数字については従業員 20人未満の企業は含まない。 
資料：静岡県楽器製造協会調 2012年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浜松学院大学研究論集 
－ 79 － 
 
資料１３ 織物生産状況・ゆかた取扱状況 資料：遠州織物工業協同組合調べ  2012年 
静岡県織物染色協同組合調べ 2012年 
資料１４ 農業産出額の全国上位１０市町村 
注：※印は平成１８年に合併した市町村である。 
資料：農林水産統計 2009年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【幅広織物染色加工生産状況】                  （単位：千㎡） 
【幅広織物生産状況】                         （単位：㎡） 
【小幅織物生産状況】       資料：浜松織物協同組合調べ  （単位：㎡） 
【ゆかた取扱状況】      資料：浜松織物卸商協同組合調べ  （単位：反） 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 80 － 
 
資料１５ 全国と浜松市の総農家数 農家数の内訳  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
農林業センサス結果報告書（2005年、2010年） 
農林業センサス結果報告書（1990年から 2010年） 
資料１６ 浜松市の男女別年齢階層別農業就業人口（販売農家） 
2010年農林業センサス結果報告書 
男女別年齢階層別農業就業人口（販売農家） 
浜松学院大学研究論集 
－ 81 － 
 
資料１７ 浜松市の耕作放棄地面積の割合（総農家） 
農林業センサス結果報告書（1995年から 2010年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
耕作放棄割合（％） 
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 82 － 
 
資
料
：
浜
松
市
農
業
振
興
基
本
計
画
20
09
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資
料
１
８
 
浜
松
市
の
農
業
振
興
７
つ
の
課
題
 
 
浜松学院大学研究論集 
－ 83 － 
 
資
料
１
９
 
創
業
都
市
・
浜
松
の
リ
ス
ク
 
企
業
流
出
 
 浜
松
市
内
か
ら
の
生
産
拠
点
・
品
目
の
移
転
を
発
表
し
た
主
な
企
業
 
＜
中
日
新
聞
（
平
成
18
年
10
月
2
日
）
抜
粋
＞
 
資
料
：
浜
松
市
資
料
を
も
と
に
筆
者
作
成
 
20
12
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
企
業
・工
場
名
移
転
時
期
移
転
先
移
転
内
容
ス
ズ
キ
㈱
　
高
塚
工
場
平
成
20
年
牧
之
原
市
（相
良
工
場
）
四
輪
車
生
産
技
術
部
門
ヤ
マ
ハ
㈱
　
本
社
工
場
平
成
22
年
掛
川
市
（掛
川
工
場
）
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
生
産
本
田
技
研
工
業
㈱
　
浜
松
製
作
所
平
成
21
年
熊
本
県
大
津
町
（熊
本
製
作
所
）
二
輪
車
生
産
㈱
河
合
楽
器
製
作
所
　
舞
阪
事
業
所
平
成
18
年
度
磐
田
市
（竜
洋
工
場
）
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
生
産
ヤ
マ
ハ
マ
リ
ン
㈱
平
成
20
年
5月
袋
井
市
船
外
機
生
産
大
和
染
工
㈱
平
成
18
年
春
磐
田
市
特
殊
染
色
加
工
㈱
ユ
タ
カ
技
研
平
成
18
年
10
月
栃
木
県
さ
く
ら
市
技
術
研
究
所
ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
平
成
24
年
磐
田
市
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
　
マ
リ
ン
事
業
浜松地域の産業を分析する ──ものづくりの街の実態── 
－ 84 － 
 
資料２０ 
資料：内閣府「国民経済計算」 2010年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
